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21 ⻑岡 功.  II型およびI型コラーゲンの分解・合成マーカーを⽤いた運動競技選⼿における軟⾻・⾻代謝の評価. 順天堂⼤学保健医療学雑誌 2020;1:2-8.

22 ⻑岡 功, 鶴⽥曉史, 堀池 巧, 吉村雅⽂. サッカー競技選⼿の軟⾻・⾻代謝に及ぼすグルコサミン含有⾷品摂取の効果. ⽇本未病学会雑誌. 2020;26:62-66.

23 藤原俊之. ニューロリハビリテーションの可能性. 脳神経外科ジャーナル 2020;29:634-638.

24 ⻑岡 功, 染⾕明正, 五⼗嵐庸. 機能性⾷品素材であるグルコサミンの軟⾻保護作⽤−抗炎症作⽤とオートファジー誘導作⽤−. FOOD STYLE 21 2020;24:29-33.

25 ⾕ 真美, 補永 薫, 藤原俊之. 尺⾻神経障害 (肘部尺⾻神経障害). 臨床リハビリテーション. 2020;29:173-178.

26 池⽥ 浩. 【競技種⽬別医療に必要な知識-東京2020に備えて-】球技の医療に必要な知識 サッカー. 臨床スポーツ医学 2020 37:412-415.

27 加藤貴⼦, 松⽥雅弘, 花井丈夫, 根津敦夫. 脳性⿇痺のボツリヌス治療-理学療法⼠の⽴場から. 総合リハ. 2020;48:651-656.

28 藤野雄次，網本和，深⽥和浩，松⽥雅弘，藤原俊之. Pusher現象の⽣起メカニズム. 理学療法ジャーナル. 2020;54:639-643.

29 坂井建雄. ⾜の動きと仕組み. コミュニティケア. 2020;22:17-24.

30 諸冨伸夫, ⿑藤正和. 遠隔診療における⼼臓リハビリテーション. リハビリテーション医学. 2020;57:1150-1154.

31 坂井建雄. 腎臓を構成する細胞間のネットワーク―解剖学的視点より. 腎と透析. 2020;89:277-280.

32 ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也. 末梢動脈疾患を有する慢性腎臓病患者に対する運動療法の関わり. 理学療法. 2020;37:815-820.

33 ⿑藤正和. 慢性腎臓病患者の⾻格筋・⾻格筋機能の特性とレジスタンストレーニング. 腎と透析. 2020;4:517-520.

34 ⾼橋哲也, 岡⽥優佑, ⾼良優希, 森沢知之, ⿑藤正和, 藤原俊之, 代⽥浩之. ⼼不全患者の⾻格筋評価の実際とエビデンス. リハビリテーション医学. 2020;57:1136-1142.

35 ⿑藤正和, ⾼橋哲也, 藤原俊之. 疾患ごとの悪液質とリハビリテーション栄養−CKD・腎不全と悪液質. リハビリテーション栄養誌. 2020;4:173-179.

36 ⻑岡 功.  機能性⾷品の⾎管と⾎流に対する効果. FOOD STYLE 21 2020;24:29-33.

37 池⽥ 浩. 2018 FIFAワールドカップ・ロシア⼤会. Bone Joint Nerve.  2020;10:1-5.

38 ⿑藤正和. ⼼腎症候群を呈する患者に対する包括的リハビリテーションとリスク管理. 理学療法福岡. 2020;33:25-28.

39 鈴⽊ ⾹, ⻑岡 功. グラム陰性菌LPSおよび抗菌ペプチドLL-37による⽼化⾎管内⽪細胞の炎症性応答の増強. エンドトキシン・⾃然免疫研究. 2020;23:47-53.

40 ⼭⼝智史. 海外研究留学の経験 . 総合リハビリテーション. 2020;48:387-389.

41 ⻑岡 功.  グルコサミンと健康−グルコサミンの軟⾻保護作⽤と抗炎症作⽤. Functional Food Research 2020;16:112-118.

42 坂井建雄. 腎臓病学の歴史. 南学正⾂ (編) プロフェッショナル腎臓病学. 中外医学社, 2020;2-13.

43 井上靖悟, ⼭⼝智史. 脊椎・脊髄疾患の歩⾏練習. 理学療法ジャーナル. 2020;54:766-773.

44 池⽥ 浩. サッカー選⼿の外傷・障害 「筋損傷」 Training Journal. 2020;42:27-29.

45 池⽥ 浩. サッカー選⼿の外傷・障害「膝の外傷」 Training Journal 2020;42:28-30.
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46 池⽥ 浩. 【スポーツ現場における重⼤事故とその対応】スポーツ種⽬・イベント別の事故とその対応 サッカーにおける現場での医療体制. 臨床スポーツ医学 2020 37:692-698.

47 加藤晴康, ⽴⽯智彦, ⼟肥美智⼦, 檜⼭⾥美, 池⽥ 浩. 【成⻑期のスポーツ外傷と障害】部位別・種⽬別の成⻑期スポーツ外傷・障害 成⻑期の下肢疲労⾻折. 関節外科. 2020;39:215-222.

48 坂井建雄. ⽷球体での濾過から間質での⽔の移動まで―腎臓が尿を作るための構造と機能. 発達腎研究会誌. 2020;28:2-10.

49 若⼭貴則, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 内野⼩百合, 福⾥ 晋, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 【整形外科領域のPRP治療:どこまで明らかになったのか】変形性膝関節症 外傷後変形性膝
関節症に対するPRP療法. Bone Joint Nerve  2020;10:219-224.

50 ⽥村弘志, Johannes Reich, ⻑岡 功. LAL凝固因⼦を利⽤する敗⾎症の補助診断マーカーの特徴と展望. エンドトキシン・⾃然免疫研究 2020; 23:64-72.

51 坂井建雄. ⼀⼋〜⼀九世紀ヨーロッパ医学と⽇本. 町泉寿郎 (編)『漢学と医学』(講座 近代⽇本と漢学 第3巻). 戎光祥出版, 2020;70-96.

52 森本 ゆふ, ⾼橋 哲也. ⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 正しい⼿指衛⽣ができますか? 理学療法ジャーナル. 2020;54:861-862.

53 岩⽥健太郎, 北原エリ⼦, ⾼橋哲也, ⻑⾕川 信, 横⽥⼀彦. 新型コロナウイルス 各現場から, withコロナ時代の理学療法を展望する COVID-19治療最前線での理学療法 第2波,その先に向け
て. 理学療法ジャーナル. 2020;54:796-801.

54 ⾼橋哲也, 森沢知之, 北原エリ⼦, 藤原俊之. 【急性期理学療法の今-育成・働き⽅・連携・エビデンス】エディトリアル 急性期病院で働く理学療法⼠のミニマムスタンダード. 理学療法
ジャーナル. 2020;54:10-20.

55 森本 ゆふ, ⾼橋 哲也. ⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 ⽩⾐の正しい洗浄法は？ 理学療法ジャーナル. 2020;54:1361-1362.

56 森本 ゆふ, ⾼橋 哲也. ⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対策 意外に汚れている⾝につけているもの. 理学療法ジャーナル. 2020;54:1243-1244.

57 ⼩幡賢吾, ⾼橋哲也. 【だれよりもできるナースになる!術前指導 早期離床 疼痛管理 悪⼼・嘔吐対策 周術期ケアのおさえどころ まるわかりブック】(Part 2)エビデンス&最新情報
早期離床、早期リハビリテーションに関する新しいエビデンスと知⾒. ナーシング 2020 40:126-131.

58 ⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 藤原俊之, 浅井 徹, 天野 篤, 代⽥浩之. 【⼼⾎管疾患のリハビリテーションup to date】⼼臓外科⼿術後. Journal of Clinical Rehabilitation. 2020:
29:770-779.

59 ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之, 代⽥浩之. 【悪液質-内部障害のリハビリテーション栄養】疾患ごとの悪液質とリハビリテーション栄養 CKD・腎不全と悪液質. リハビリテー
ション栄養. 2020;4:173-179.

60 櫻⽥弘治, ⾼橋哲也. 【周術期のリハビリテーション診療-何を考え何を診て何をするのか】開⼼術. 総合リハビリテーション 2020 48:439-447.

61 森本 ゆふ, ⾼橋 哲也. ⽬で⾒てわかる 今⽇から⽣かせる感染対 徹底しよう! ⼿指・前腕消毒. 理学療法ジャーナル. 2020;54:989-990.

62 ⿑藤正和.  内部障害理学療法学第2版. 医学書院. 2020; 42-50, 70-78, 79-87.

63 ⿑藤正和.  ⼼不全療養指導⼠ガイドブック. 南光堂. 2020;143-150.

64 ⿑藤正和.  循環器リハビリテーションの理論と技術改訂第2版. メジカルビュー社. 2020;383-394, 395-403.

65 ⼭⼝智史.  物理療法学 第5版 (標準理学療法学 専⾨分野). 医学書院, 2020;139-170, 191-194, 197-200.

66 ⼭⼝智史.  物理療法学. メジカルビュー社. 2020;145-158, 174-188.
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67 ⾼橋哲也, 神津 玲, 野村卓⽣.  内部障害理学療法学. 医学書院. 2020.12.

68 松⽥雅弘（編集：網本和, 菅原憲⼀, 編集協⼒：松⽥雅弘）  標準理学療法学 専⾨分野 物理療法学 第5版. 医学書院. 2020.

69 藤野雄次.  リハビリテーション管理学. 医学書院, 2020;89-120.

70 藤野雄次.  セラピストのための脳卒中評価指標の解釈と活⽤ . メジカルビュー社. 2020;14-17, 20-23.

71 奈良 勲, ⾼橋 哲也, 淺井 仁, 森⼭ 英樹.  移動と歩⾏ : ⽣命とリハビリテーションの根源となるミクロ・マクロ的視座から. 医学書院  2020.

72 ⽊村貞治, ⾼橋 哲也, 内 昌之.  障害別 運動療法学の基礎と臨床実践. ⾦原出版, 2020.11.

73 相澤純也. 股関節・⾻盤の機能解剖. Save the Athlete 股関節スポーツ損傷. メジカルビュー社. 2020.

74 相澤純也. アスレティックリハビリテーション. スポーツ医学検定公式テキスト２・３級改訂版. 東洋館出版. 2020.

75 相澤純也. 第6章. リハビリテーション1. 術前リハビリテーション. パーフェクト 前⼗字靭帯再建術(ACL). ⾦芳堂. 2020.

76 ⼩薗愛夏, ⿑藤正和. ⼼臓リハビリテーションのポイント. 秀和システム. 2020;98-111.

77 松⽥雅弘. 第9章 中枢神経機能と運動療法.【1】 運動における中枢神経機能. Crosslink 理学療法学テキスト 運動療法学 (対⾺栄輝 編)メジカルビュー社 2020.

78 森沢知之, ⼤塚翔太.  運動療法学. メジカルビュー社. 2020.

79 森沢知之.  極める循環器理学療法. ⽂光堂. 2020.07.

80 坂井建雄 (監修), 阿久津裕彦, 植村直美, 岡村太郎, 加藤公太 (訳).  リシェの美術解剖学. ライフサイエンス出版, 2020.12.25.

81 坂井建雄 (監修); 冯利敏 (訳).  进化的痕迹:奇妙的⼈体结构图鉴. 南海出版公司. 2020.3.31.

82 坂井建雄 (監修).  めくって発⾒！えほん. からだのふしぎ. 永岡書店, 2020.1.10.

83 坂井建雄 (監修).  ⼈体⾻格ミュージアム: 光る1/6⾻格模型. 学研プラス. 2020.6.18.

84 坂井建雄 (監修).  ⾻と関節のしくみ・はたらき ゆるっと事典. 永岡書店. 2020.3.15.

85 坂井建雄; ⼤⾕修 (監訳).  プロメテウス解剖学アトラス 胸部/腹部・⾻盤部 第3版. 医学書院, 2020.2.15.

86 坂井建雄.  医学全史: ⻄洋から東洋・⽇本まで (ちくま新書, 1536). 筑摩書房, 2020.12.10.

87 和氣健⼆郎, 養⽼孟司, 後藤仁敏, 坂井建雄, 布施英利 (編).  発⽣と進化―三⽊成夫記念シンポジウム記録集成. 哲学堂出版. 2020.1.1.

88 坂井建雄 (監修). できるかな? ⼈体おもしろチャレンジ〜新発⾒! ⼈間の脳・神経・反射のはなし〜. えほんの杜, 2020.12.8.

89 とがわ愛 (著, イラスト); 坂井建雄 (監修). やせ筋トレ 姿勢リセット. KADOKAWA. 2020.7.22.

90 坂井建雄 (監修). Newton⼤図鑑シリーズ ⼈体⼤図鑑. ニュートンプレス, 2020.9.15.

91 ⽒川拓也, 森沢知之, 中島真治, 北條 悠, 坂⼝太⼀, 吉鷹秀範, 古我知成. 冠動脈バイパス術後患者の離床プログラム 実施中における⾃律神経系活動の変化. 理学療法科学. 2020;35:67-72.

92 ⽯原広⼤, 井澤和⼤, 森沢知之. 腹部⼤動脈瘤破裂術後に腹部コンパートメント症候群を合併した症例に対する理学療法. 理学療法学. 2020;47:474-482.
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93 森沢知之. 早期リハビリテーションとICU-aquired weakness. 理学療法京都. 2020;49:44-48.

94 ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也. 【慢性腎臓病患者に対する運動療法の関わり】末梢動脈疾患を有する慢性腎臓病患者に対する運動療法の関わり. 理学療法. 2020;37:815-820.

95 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之. ⼈⼯呼吸下のリハビリテーション. 呼吸器内科. 2020;37:403-410.

96 真壁 寿, 佐藤和命. 理学療法 臨床実習とケーススタディ. 標準理学療法学 専⾨分野 第3版. 医学書院. 2020;136-140.
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1 ⻑岡 功.  キチン・キトサンからグルコサミンまで. ⾷のミライ技術フェア2020. 東京. 2020.11.25.

2 ⻑岡 功.  グルコサミンの抗炎症作⽤. 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

3 藤原俊之. 機能回復の為の新しいニューロリハビリテーション. 中⽇リハビリテーション医学オンライン交流会. ⽇本-北京(web). 2020.

4 藤原俊之. 筋電図・神経伝導検査の基礎. 第9階リハビリテーション科医に必要な筋電図、臨床神経⽣理学ー実践！神経伝導検査. 第4回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 神⼾. 
2020.11.20-22.

5 藤原俊之. 神経伝導検査・筋電図. 試験委員会セミナー 専⾨医・専⾨技術師試験問題解説. 第50回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会. 京都. 2020.11.26-28.

6 藤原俊之. 脊髄電気刺激を⽤いたリハビリテーション治療. 第57回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 京都 2020.8.19.

7 熊⾕由美, 村上泰介, 桑原京⼦, ⻑岡 功. Antimicrobial peptide LL-37 induces antibacterial ectosomes from neutrophils. 第93回⽇本細菌学会総会. 名古屋. 2020.02.19-21.

8 ⻑岡 功, 熊⾕由美, 細⽥浩司, 村上泰介, 鈴⽊ ⾹. ⽣体防御ペプチドLL-37 の敗⾎症モデルに対する保護効果. 第93回⽇本細菌学会総会. 名古屋. 2020.02.19-21.

9 藤原俊之. 上肢機能障害に対するVRリハビリテーション治療. VR、AR、XR、仮想現実を利⽤したリハビリテーション医学・医療. 第4回⽇本リハビリテーション医学会秋季学術集会. 神
⼾. 2020.11.20-22.

10 ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之, 代⽥浩之. ⼆極化時代の新包括的⼼臓リハビリテーション. 第６回⽇本⼼臓リハビリテーション学会九州⽀部地⽅会. ⼤分(Web) 2020.11.07-08.

11 ⼭⼝智史. Transcutaneous spinal direct current stimulation（tsDCS）increases corticospinal transmission and facilitates ballistic movement of leg muscles in humans. 第97
回⽇本⽣理学会. ⼤分. 2020.03.17.

12 藤野雄次. 歩⾏障害に対する理学療法エビデンスとガイドライン. 第18回⽇本神経理学療法学術⼤会. (Web) 2020.11.29.

13 ⼭⼝智史. 臨床神経⽣理学を臨床で活かす. 第38回東北理学療法学術⼤会. 2020.10.17.

14 ⼭⼝智史. 経頭蓋直流電気刺激の基礎と臨床応⽤の可能性−運動・感覚・⾼次脳機能障害へのアプローチ−. 第44回⽇本⾼次脳機能障害学会学術総会 2020.11.20.

15 相澤純也. クリニカルリーズニングで運動器の理学療法に強くなる. 静岡県理学療法⼠会 第4回研修部研修会. (Web). 2020.12.13.

16 ⼭⼝智史. 「下肢の痙縮について考える-急性期から⽣活期への理学療法の流れ」 第19回⽇本神経理学療法学会サテライトカンファレンス 2020.12.13.

17 池⽥ 浩. サッカー⽇本代表チームにおけるメディカルマネージメント. 北信越サッカー医学セミナー. 新潟. 2020.02.15.

18 池⽥ 浩. 2018 FIFAワールドカップ・ロシア⼤会における疼痛治療戦略. 第33回奈良県スポーツ医・科学研究会. 奈良. 2020.02.11.

19 ⼭⼝智史. 「下肢⼀次運動野に対する Theta Burst Stimulation による脊髄可塑性の誘導」 第31回 磁気刺激法の臨床応⽤と安全性に関する研究会. 2020.11.26.

20 伊澤奈々. パーキンソン病における⽴位・歩⾏分析. ⽇本臨床神経⽣理学会第50回記念⼤会. 京都. 2020.11.27.

21 ⼭⼝智史. 脳内運動イメージと末梢感覚⼊⼒による神経可塑性の誘導. 第50回⽇本臨床神経⽣理学会学術⼤会. 京都. 2020.11.26-28.

22 ⾼橋哲也. Post Covid-19 を⾒据えた理学療法教育ネットワーク. 第9回⽇本理学療法教育学会学術⼤会. 2020.11.

23 ⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 渡邉英孝, 望⽉正道, 藤原圭, 横⼭美帆, 島⽥和典, 藤原俊之, 浅井 徹, 天野 篤, 代⽥浩之 早期リハビリテーション どのように実践すべきか？ ⽇本集中治療
医学会 第4回関東甲信越⽀部学術集会. 横浜. 2020.09.06.
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招聘講演
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.
24 ⾼橋哲也. 運動療法時のリスク管理の要点〜適切な運動療法によりアクシデントを防ぐ〜 第23回宮城県理学療法学術⼤会 2020.02.

25 ⾼橋哲也. みんなで取り組む早期リハビリテーション〜離床のコツ〜 第47回⽇本集中治療医学会学術集会. 名古屋. 2020.03.06-08.

26 ⾼橋哲也, 藤原俊之. ⾼齢者のリハビリテーション治療に必要な循環器系リスク管理の知識と実際. 第57回⽇本リハビリテーション医学会. 京都. 2020.08.

27 ⾼橋哲也. 新型コロナウイルス感染症対策が理学療法⼠の働き⽅などに及ぼす影響とその対策. 第24回福井県理学療法学術⼤会. 2020.11.08.

28 ⾼橋哲也. ⾼齢⼼疾患患者の下肢機能や⽣活機能と運動療法. ⽇本⼼臓リハビリテーション学会 第6回北陸⽀部地⽅会. 2020.10.

29 坂井建雄. 現代医学のルーツはどこにあるのか. 第121回⽇本医史学会総会 理事⻑講演. (Web). 2020.12.19.

30 坂井建雄. 腎臓の構造と機能：病理を⾒る前に. 第50回⽇本腎臓学会東部学術⼤会 教育講演 (Web). 2020.09.26.

31 坂井建雄. 内臓の形態学. ⽇本美術解剖学会. 東京. 2020.01.12.
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国際・国内学会
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.

1 Fujiwara T, Takahashi Y, Fujino Y, Matsuda T, Yamaguchi T, Honaga K. Transcutaneous spinal stimulation for gait rehabilitation among patients with stroke. 11th World
Congress for Neurorehabilitation. Liyon. 2020.10.7-11.

2 Nagaoka I. Recent findings of chondroprotective and antiinflammatory actions of glucosamine, a chitosan monomer. The 30th Annual Meeting and International Symposium.
Suncheon. 2020.12.04.

3 Kumagai Y, Murakami T, Kuwahara K, Nagaoka I. Antimicrobial peptide LL-37 induces neutrophil-derived extracellular vesicles with antibacterial potential and protects
murine sepsis. ISEV (International Society of Extracellular Vesicles) 2020 Virtual Annual Meeting, 2020.07.20-22.

4 Makabe H, Miyazawa K, Kanzaki H, Kaneko K. Characteristics of stride time interval fluctuations before and after knee arthroplasty. XXIII The International Society of
Electrophysiology and Kinesiology. Nagoya. 2020.07.

5 Matsuda T, Fujino Y, Amimoto K, Sekine D, Fujiwara T. Effect of transcranial direct current stimulation of supplementary motor area on subjective postural verticality in the
sagittal plane. 11th World Congress for Neurorehabilitation. Liyon. 2020.10.7-11.

6 Matsuda T, Nitta O, Koyama T, Kurihara Y ,Kusumoto Y , Furukawa Y. Effect on muscle function of a lumbar region backrest with soft tissue release function. XXIII The
International Society of Electrophysiology and Kinesiology. Nagoya. 2020.07.

7 Obo T, Arai S, Matsuda T, Kurihara Y. Hybrid Approach for Lower Limb Joint Angle Estimation using Genetic Algorithm and Feed Forward Neural Network. IEEE International
Conference on Systems, Man and Cybernetics, Toronto. 2020.12.

8 Masui Y, Ishihara Y, Shimasaki Y, Miyamori T, Yoshimura M. Analyzing the situation of sprinting during matches in college female soccer players. Yokohama sports
conference. 2020.8.20.

9 Yamazaki Y, Kameyama Y,Sato K, Kitahara E, Matsuda T, Yokoyama K, Hattori N, Fujiwara T. Effects of physical training in patients with Secondary Progressive Multiple
Sclerosis evaluated by sole pressure sensors. XXIII The International Society of Electrophysiology and Kinesiology. Nagoya. 2020.07.

10 Fujino Y, Amimoto K, Matsuda T, Sekine D, Hirosawa M, Morita Y, Fujiwara T. Effects of Neck Muscle Vibration on Subjective Postural Vertical in Healthy Individuals. 11th
World Congress for Neurorehabilitation. Liyon. 2020.10.7-11.

11 Matsuda T, Satou K, Kameyama K, Fujino Y, Takahashi Y, Kitahara E, Makabe H, Hattori N, Fujiwara T. Linear analysis of characteristic waveforms of gait in Parkinson's
disease. 11th World Congress for Neurorehabilitation. Liyon. 2020.10.7-11.

12 Kusumoto Y, Watanabe Y, Tsuchiya J, Umeda M, Takaki K, Matsuda T, Nitta O. The validity of the Index of Postural Stability in sitting for patients with spastic cerebral palsy.
XXIII The International Society of Electrophysiology and Kinesiology. Nagoya. 2020.07.

13 Takahashi T. Early Rehabilitation in Japanese Intensive Care Unit - Expert consensus and Minimum Standard for Physical Therapists - IGF2020 1st Shanghai International
Geriatric-rehabilitation Forum 2020.8.

14 Takahashi Y, Mikami R, Nakajima T, Nagumo T, Kondo K, Fujiwara T, Kawakami M. Spinal heteronymous pathways and reciprocal inhibition in patients with sub-acute and
chronic stroke compared to age-matched healthy subjects. 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.

15 ⾼橋哲也. 集中治療室で働く理学療法⼠の臨床実践ミニマムスタンダード. 第47回⽇本集中治療医学会学術集会. 名古屋. 2020.03.06-08.
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国際・国内学会
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.
16 ⾼橋哲也. フレイル患者の最適トレーニング法とは？ 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

17 ⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 渡邉英孝, 望⽉正道, 藤原圭, 横⼭美帆, 島⽥和典, 藤原俊之, 浅井徹, 天野篤, 代⽥浩之. 集中治療室における超急性期⼼臓リハビリテーション. 第84回⽇本循
環器学会学術集会. 2020.07.

18 ⾼橋哲也. ⼼不全を治療できるPTの育成・教育法、⼼不全患者への⼼リハのポイント. ⽇本⼼臓リハビリテーション学会 第5回関東甲信越地⽅会. 2020.11.

19 ⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 渡邉英孝, 望⽉正道, 藤原圭, 横⼭美帆, 島⽥和典, 藤原俊之, 浅井徹, 天野篤, 代⽥浩之. ICU/CCU患者における早期リハの意義. 第84回⽇本循環器学会学術集
会. 2020.07.

20 ⾼橋哲也, 森沢知之, ⿑藤正和, 渡邉英孝, 望⽉正道, 藤原圭, 横⼭美帆, 島⽥和典, 南野徹, 浅井徹, 天野篤, 藤原俊之, 代⽥浩之. ⼼臓リハビリテーションの最前線. 第350回順天堂医学会学術
集会. 2020.09.

21 春⼭幸志郎, 川上途⾏, 野⽥智之, 中村拓也, 都築圭太, 奥⼭航平, 寺前達也, 岡⽥紘祐, 森本淳, 藤原俊之. 慢性期脳卒中者における膝-⾜関節ロボット歩⾏介⼊が歩⾏能⼒に及ぼす影響：単
⼀症例における検討. 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.

22 染⾕明正, 坂本廣司, ⻑岡 功. グルコサミンによるNF-κBシグナリングの抑制メカニズム. 第20回⽇本抗加齢医学会総会. 東京. 2020.09.25-27.

23 染⾕明正, 坂本廣司, ⻑岡 功. グルコサミンによるO-N-アセチルグルコサミン修飾を介したNF-κB阻害タンパク質IκBαの制御機構. 第34回キチン・キトサン学会⼤会. 福井.
2020.08.27-28.

24 ⻑岡 功, 鶴⽥曉史, 堀池 巧, 吉村雅⽂. グルコサミンのサッカー競技選⼿の軟⾻代謝に及ぼす影響. 第34回キチン・キトサン学会⼤会. 福井. 2020.08.27-28.

25 ⻑岡 功, 吉村雅⽂. バイオマーカーをいた、各種運動競技選における軟・代謝の評価. 第27回⽇本未病システム学会学術総会. 東京. 2020.10.31-11.01.

26 鈴⽊ ⾹, ⼤熊真理, ⻑岡 功. ヒト抗菌ペプチドLL-37 が⾎管内⽪細胞のオートファジーおよび細胞死に及ぼす影響. 第93回⽇本細菌学会総会. 名古屋. 2020.02.19-21.

27 ヌルビヤ ミジティ, 染⾕明正, ⻑岡 功. 滑膜細胞におけるイソフラボン誘導体の炎症抑制メカニズムの解析. 第16回ファンクショナルフード学会学術集会. 東京. 2020.01.11.

28 熊⾕由美, 射場敏明, ⻑岡 功. ⽣体防御ペプチドLL-37による抗菌活性を有する細胞外⼩胞の放出を介したマウス敗⾎症の病態改善. 第7回⽇本細胞外⼩胞学会抄録集38. 東京. 2020.10.26.

29 五⼗嵐庸, 和⽥政裕, ⻑岡 功. 軟⾻細胞におけるp53を介したオートファジー誘導に関する機能解析. 第18回⽇本機能性⾷品医⽤学会総会. 福岡. 2020.12.20.

30 五⼗嵐庸, 和⽥政裕, ⻑岡 功. 軟⾻細胞におけるグルコサミンによるp53を介したオートファジー誘導に関する機能解析. 第27回⽇本未病システム学会学術総会. 東京. 2020.10.31-11.01.

31 出張優⼠, ⻑岡 功, 松原洋⼀. 順天堂⼤学医学部夏⼭診療所. ⼭岳診療所紹介パネル (e-ポスター). 第40回⽇本登⼭医学会学術集会. 東京. 2020.103-4.

32 Saitoh M, Hori K, Adachi Y, Sakuyama A, Saji M, Nagayama M. Hospital-Acquired Functional Decline and Clinical Outcomes in Older Patients Undergoing Transcatheter
Aortic Valve Implantation. 第84回⽇本循環器学会学術集会. 京都 (Web). 2020.07.27-08.02.

33 Saita Y, Nagao M, Kobayashi Y, Kobayashi K, Ikeda H. Keys to Treating Fifth Metatarsal Base Fractures: Etiology and risk factors of stress fracture of 5th metatarsal: How to
prevent? JOSKAS-JOSSM (オンライン) 2020.12.17-2021.1.18.

34 作⼭晃裕, ⿑藤正和, 岩井景吾, ⻑⼭雅俊. 経カテーテル⼤動脈弁留置術患者においてCTによる⼤腰筋体積及びCT値は再⼊院の独⽴した予測因⼦である. 第84回⽇本循環器学会学術集会.
京都 (Web). 2020.07.27-08.02.
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国際・国内学会
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.

35 後藤美奈, 檜⼭⾥美, ⽯井美⼦, ⻲井明⼦, 前⽥ 弘, ⽴⽯智彦, 加藤晴康, ⼟肥美智⼦, 池⽥ 浩. 貧⾎・疲労⾻折の予防にSimplified EAは有効か？ 第31回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会.
(Web). 2020.11.04-30.

36 楠本泰⼠, ⾼⽊健志, 藤井⾹菜⼦, 松⽥雅弘, 新⽥ 收. 痙直型脳性⿇痺患者におけるTrunk Impairment.
Scale の測定には利き⾜、⾮利き⾜の配慮は必要か？ 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.

37 鈴⽊朱美, ⼭⼝奈美, ⻑尾雅史, 池⽥浩, ⾼⽊理彰. ⼥性アスリートを⽀える⼥性スポーツドクター サッカー⼥⼦⽇本代表「なでしこJAPAN」を⽀える⽴場から. 第31回⽇本臨床スポーツ
医学会学術集会. (Web). 2020.11.04-30.

38 森沢知之, ⼤塚翔太, ⾼村剛, ⽥原将之, 越智裕介, ⾼橋陽, ⼤浦啓輔, 岩⽥健太郎, 櫻⽥弘治 , ⾼橋哲也. ⾼齢⼼臓外科術後の⼊院中の⾝体的フレイルの回復の有無は短期予後に影響する. 第
84回⽇本循環器学会. (Web). 2020.08.

39 増尾知明, 若⼭貴則, ⼩林洋平, ⽔澤⿇⾐, 中島啓樹, ⻑尾雅史, ⼩林慶司, 秋吉直樹, ⼭本 純, 齋⽥良知, 池⽥ 浩. 短時間・頻回の栄養講習は成⻑期⼥⼦サッカー選⼿の⾷意識を向上させる.
第31回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会. (Web). 2020.11.04-30.

40 今⼀騎, 作⼭晃裕, ⿑藤正和, 岩井景吾, 堀健太郎, ⻑⼭雅俊. CT画像による⼤腰筋の筋量測定における脊柱変形の影響. 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-
19.

41 伊澤奈々, 岩室宏⼀, ⾕ 真美, 補永 薫, 服部信孝, 藤原俊之. ⾜底圧測定から⾒たパーキンソン病の⽴位・歩⾏に対する視床下核脳深部刺激療法の影響. 第57回⽇本リハビリテーション医学
会学術集会. 京都 2020.8.19.

42 平川功太郎, ⿑藤正和, 有光健, 岩井景吾, 堀健太郎, 安達裕⼀, ⾜⽴和恵, 作⼭晃裕, ⼩薗愛夏, 河合佳奈, 滝沢光太郎, ⻑尾⼯, 原⼝剛, ⻑⼭雅俊. 急性⼤動脈解離術後患者における術後早期
リハビリテーションが⼊院関連能⼒低下に及ぼす影響. 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

43 阿部紀之, 松⽥雅弘. 脳出⾎患者の発症時CT所⾒と装具処⽅との関連. 第57回⽇本リハビリテーション医学会. 京都. 2020.08.

44 内野⼩百合, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 若⼭貴則, 福⾥晋, 桃井康雅,  池⽥浩, ⾦⼦和夫 変形性膝関節症に対するPRP投与前後のMRIの⽔腫変化と臨床スコアの関連. 第93回⽇本整形外
科学会学術総会. (Web). 2020.06.11-08.31.

45 内野⼩百合, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥ 晋, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症（膝OA）に対する膝周囲⾻切術後のPRP療法の経験. JOSKAS-JOSSM. (Web).
2020.12.17-2021.01.18.

46 ⼭崎優太, ⻲⼭啓博, 佐藤和命, 北原エリ⼦, 松⽥雅弘, 原 毅, 尾原裕康, 野尻英俊, 藤原俊之. 感覚性運動失調を呈した⼀症例に対するアシスト歩⾏練習の効果検証. 第35回⽇本脊髄外科学
会. (Web). 2020.11.

47 松⽥雅弘, 新⽥收, ⽶津亮, 楠本泰⼠, 松浦孝明, 阿部広和, ⻄川康博, ⼤島浩幸, 酒井⽇出⼦. ⼦どもの歩⾏障害者に対する屋外移動・スポーツ活動を⽬的に製作した歩⾏器の検証. 第9回⽇
本⽀援⼯学理学療法学会学術⼤会. 2020.11.

48 栗原 靖, ⼤杉紘徳, ⼾坂友也, ⻑⽥光平, 遠藤友樹, 藤平智也, 松⽥雅弘, 常泉吉⼀, 付岡 正. ⼈⼯股関節全置換術後の患者満⾜度に関連する歩⾏因⼦の検証. 第51回⽇本⼈⼯関節学会. 横浜.
2020.03.

49 松⽥雅弘, 新⽥收, ⽶津亮, 楠本泰⼠, 松浦孝明, 阿部広和, ⻄川康博, ⼤島浩幸, 酒井⽇出⼦. 脳性⿇痺児者に対する屋外移動・スポーツ活動を⽬的に製作した歩⾏器の⾛⾏に関する検証. 第
18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.
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国際・国内学会
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.

50 内野⼩百合, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 若⼭貴則, 福⾥晋, 桃井康雅, 中嶋亮介, 池⽥浩, ⾦⼦和夫. Autologous protein solution （APS）に含まれる⾎球種の年齢による違いと成⻑因
⼦・抗炎症性サイトカインの検討. 第35回⽇本整形外科学会基礎学術集会. (Web). 2020.10.15-11.16.

51 植⽊寛道, ⿑藤正和, 安達裕⼀, 作⼭晃裕, 堀健太郎, ⻑⼭雅俊. ⼼不全ケア・リハビリにおける臨床的課題 療養⽀援の場の違いによる検討. 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡
(Web). 2020.07.18-19.

52 岩井景吾, ⿑藤正和, 上脇玲奈, 今⼀騎, 坂本純⼦, ⻑⼭雅俊. ダイナペニア、サルコペニアを呈する⼼疾患患者に対する回復期リハビリテーションの効果の検討. 第84回⽇本循環器学会学
術集会. 京都 (Web). 2020.07.27-08.02.

53 早⼄⼥雄紀, ⼤沼 亮, 浅⽥優作, 栗原 靖, 松⽥雅弘. パーキンソン病に対するSPIDER の即時効果の検討. 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.

54 若⼭貴則, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 内野⼩百合, 福⾥晋, 桃井康雅, 池⽥浩, ⾦⼦和夫. 外傷後変形性膝関節症に対する多⾎⼩板⾎漿療法の検討. JOSKAS-JOSSM. (Web). 2020.12.17-
2021.01.18.

55 福⾥晋, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴則, 内野⼩百合, ⻄尾啓史, 桃井康雅, 池⽥浩, ⾦⼦和夫. 外側型変形性膝関節症に対する多⾎⼩板⾎漿療法の有効性の検討. JOSKAS-JOSSM. (Web).
2020.12.17-2021.01.18.

56 ⼩林洋平, 齋⽥良知, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥ 晋, 内野⼩百合, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 抗⾎⼩板薬および抗凝固薬が多⾎⼩板⾎漿(PRP)の質および治療効果に及ぼす影響の検討. 第
93回⽇本整形外科学会学術総会. (Web). 2020.06.11-08.31.

57 ⽔澤⿇⾐, 若⼭貴則, ⼩林洋平, 増尾知明, 中島啓樹, ⻑尾雅史, ⼩林慶司, 齋⽥良知, 池⽥ 浩. ⼥⼦サッカー選⼿の貧⾎予防に対する取り組みの検討. 第31回⽇本臨床スポーツ医学会学術集
会. (Web). 2020.11.04-30.

58 ⼤杉紘徳, 栗原 靖, ⼾坂友也, ⻑⽥光平, 遠藤友樹, 藤平智也, 松⽥雅弘, 常泉吉⼀, 付岡 正. ⼈⼯股関節全置換術術後の歩⾏様式の違いと術前機能の検討. 第51回⽇本⼈⼯関節学会. 横浜.
2020.03.

59 若⼭貴則, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 内野⼩百合, 福⾥晋, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症(膝OA)に対するPRP療法治療効果別の⾎清バイオマーカーの⽐較検討. 第19回
⽇本再⽣医療学会総会 (Web). 2020.08.27-09.10.

60 若⼭貴則, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 内野⼩百合, 福⾥ 晋, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症に対するLP-PRP関節内投与の治療効果別⾎清バイオマーカーの⽐較検討. 第
35回⽇本整形外科学会基礎学術集会. (Web). 2020.10.15-11.16.

61 桃井康雅, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥ 晋, 内野⼩百合, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症に対するPRP治療前後のMRI評価による⾻髄異常陰影と臨床スコアの関連の検
討. 第93回⽇本整形外科学会学術総会. (Web). 2020.06.11-08.31.

62 桃井康雅, 齋⽥良知, ⼩林洋平, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 内野⼩百合, 福⾥ 晋, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症に対するPRP療法前後のMRI ⾻髄異常陰影と臨床スコアの関連の検討. 第19回
⽇本再⽣医療学会総会 (Web). 2020.08.27-09.10.

63 齋⽥良知, 若⼭貴則, ⼩林洋平, 内野⼩百合, ⻄尾啓史, 福⾥ 晋, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症に対する関節内および関節近傍へのPRP注射療法の効果の検討. 第93回⽇本整
形外科学会学術総会. (Web). 2020.06.11-08.31.

64 若⼭貴則, 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, ⽻⽥晋之介, 内野⼩百合, 福⾥ 晋, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症患者に対する多⾎⼩板⾎漿(PRP)療法の治療前後のMRIによる半
定量的関節軟⾻スコアによる評価と治療効果の検討. 第93回⽇本整形外科学会学術総会. (Web). 2020.06.11-08.31.
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国際・国内学会
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.

65 ⾜⽴和恵, ⿑藤正和, 上脇玲奈, 坂本純⼦, 今⼀騎, 堀健太郎, ⻑⼭雅俊. 軽度認知機能低下を呈する⼼⼤⾎管疾患患者に対する認知トレーニングの効果に関せ右るパイロット研究. 第26回⽇
本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

66 松⽥雅弘, ⽶⽥七恵, 本間綾, ⼭⽥隆介, 藤野雄次,栗原 靖. Trunk Solutionと股関節屈筋筋⼒増強練習の併⽤による運動療法の効果. 第57回⽇本リハビリテーション医学会. 京都. 2020.08.

67 吉⽥あずさ, ⿑藤正和, 伊藤純平, 上脇玲奈, 今⼀騎, 酢⾕純⼦, ⻑⾕川恵美⼦, 堀健太郎, ⻑⼭雅俊. 軽度認知機能低下を呈する⼼疾患患者の認知機能に対する包括的回復期⼼臓リハビリ
テーションの効果. 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

68 伊藤純平, ⿑藤正和, ⾜⽴和恵, ⽯原杏奈, 横澤尊代, 細⽥徹, ⻑⼭雅俊. ⼼臓外科⼿術後に嚥下機能低下を呈した⼼疾患患者に対する⾆トレーニングと栄養療法併⽤の効果. 第26回⽇本⼼臓
リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

69 ⼤沼亮, 早⼄⼥雄紀, 浅⽥優作, 栗原靖, 松⽥雅弘. 脳卒中⽚⿇痺者に対するSpider を⽤いた運動療法の即時効果. 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.

70 ⿑藤正和, 堀健太郎, ⻑⼭雅俊. 慢性腎臓病患者の腎機能および⾝体機能に対する回復期⼼臓リハビリテーションの効果. 第26回⽇本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web).
2020.07.18-19.

71 ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 渡邉英孝, 望⽉正道, 藤原圭, 横⼭美帆, 島⽥和典, 南野 徹, 藤原俊之, 代⽥浩之. ⼼不全療養指導における理学療法⼠の視点. 第24回⽇本⼼不全学会学術集会.
横浜 (Web). 2020.10.15-27.

72 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 池⽥ 浩. スポーツ外傷・障害に対する細胞治療. 第31回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会. (Web). 2020.11.04-30.

73 横浜翔太, 松⽥雅弘. Contraversive pushing と半側空間無視による姿勢定位障害システムへの介⼊と装具療法を実施した⼀症例. 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都.
2020.11.28-29.

74 ⼩林洋平, 齋⽥良知, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥晋, 内野⼩百合, 桃井康雅, 池⽥浩, 根本昌幸, ⾦⼦和夫. 当院における多⾎⼩板⾎漿(PRP)膝関節内投与の短期成績. 第19回⽇本再⽣医療学会
総会 (Web). 2020.08.27-09.10.

75 ⼩林洋⾏, 齋⽥良知, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥ 晋, 内野⼩百合, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 変形性膝関節症（膝OA）に対するLP（Leukocyte poor）-PRP療法後のAPS（Autologous
Protein Solution）関節内投与の治療成績. JOSKAS-JOSSM. (Web). 2020.12.17-2021.01.18.

76 秋吉直樹, ⼩林洋平, 齋⽥良知, ⻑尾雅史, 中島啓樹, ⼩林慶司, 若⼭貴則, ⼭本純, 岡本侑也, 池⽥ 浩. プロサッカーチームにおける9年間の外傷・障害調査. 第31回⽇本臨床スポーツ医学会
学術集会. (Web). 2020.11.04-30.

77 ⿑藤正和, 森沢知之, ⾼橋哲也, 藤原俊之, 代⽥浩之. 慢性腎臓病および末期腎不全患者のカヘキシアの現状と展望. 第７回⽇本サルコペニア ・フレイル学会⼤会. 東京. (Web) 2020.12.01-
15.

78 松⽥雅弘, 藤野雄次, 髙橋容⼦, ⾕真美, 伊澤奈々, ⽻⿃浩三, 補永薫, 藤原俊之. 経⽪的脊髄電気刺激が維持期脳卒中患者の歩⾏に及ぼす影響-三次元動作分析による検討- 第57回⽇本リハビ
リテーション医学会. 京都. 2020.08.

79 松⽥雅弘, 勝平純司, ⼩川順也, 藤野雄次, 藤原俊之. 地域在住パーキンソン病者に対するTrunk solution を⽤いた運動の即時効果の検討―3 症例の検討― 第18回⽇本神経理学療法学会学
術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.

80 ⼤沼亮, 松⽥雅弘, ⼭本澄⼦, 星 ⽂彦. 脳卒中⽚⿇痺患者における歩⾏開始時の運動学的解.
析〜⿇痺側/⾮⿇痺側の独⽴したCOP 変化に関する検討〜 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-29.
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国際・国内学会
番号 発表者名. 講演名. 学会名. 開催地. 開催年⽉.

81 楠本泰⼠, ⾼⽊健志, 藤井⾹菜⼦, 松⽥雅弘, 新⽥ 收. ⼿指操作能⼒分類別の痙直型脳性⿇痺児者のセルフケアと上肢機能の特徴. 第18回⽇本神経理学療法学会学術⼤会. 京都. 2020.11.28-
29.

82 ⽊下真由⼦, ⼩林洋⾏, 齋⽥良知, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥晋, 内野⼩百合, 桃井康雅, 池⽥浩, ⾦⼦和夫, 根本昌之. MRI T2マッピングを⽤いた変形性膝関節症患者に対する多⾎⼩板⾎漿
（PRP）膝関節内投与後の関節軟⾻の評価. JOSKAS-JOSSM (オンライン) 2020.12.17-2021.1.18.

83 ⼩⾒桃⼦, 松⽥雅弘, 藤野雄次, 髙橋容⼦, ⾕真美, 伊澤奈々, ⽻⿃浩三, 補永薫, 藤原俊之. 脳卒中⽚⿇痺患者における経⽪的脊髄刺激の効果-歩⾏速度ならびに電気⽣理学的評価. 第57回⽇
本リハビリテーション医学会. 京都. 2020.08.

84 伊澤奈々, 岩室宏⼀, ⾕真美, ⽻⿃浩三, ⼤⼭彦光, 波⽥野琢, 梅村淳, 下泰司, 服部信孝, 藤原俊之. パーキンソン病患者の視床下核脳深部刺激療法前後での⽴位・歩⾏時の⾜底圧変化. 第61
回⽇本神経学会学術⼤会. 岡⼭. 2020.9.2.

85 ⻄潟 亘, ⼩林慶司, ⼩林洋平, ⻑尾雅史, 若⼭貴則, 中島啓樹, 秋吉直樹, 齋⽥良知, 池⽥ 浩. サッカーユースチームにおける貧⾎調査報告. 第31回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会. (Web).
2020.11.04-30.

86 ⼩林洋平, 齋⽥良知, 若⼭貴則, ⻄尾啓史, 福⾥ 晋, 内野⼩百合, 桃井康雅, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. 整形外科領域におけるPRP療法 -EBM化に向けた現状と展望- 第19回⽇本再⽣医療学会総会
(Web). 2020.08.27-09.10.

87 齋⽥良知, ⼩林洋平, ⻄尾啓史, 若⼭貴則, 内野⼩百合, 福⾥ 晋, 池⽥ 浩, ⾦⼦和夫. ⾼活動性患者の変形性膝関節症に対する治療戦略: 多⾎⼩板⾎漿療法. JOSKAS-JOSSM. (Web).
2020.12.17-2021.01.18.

88 和⽥治, ⾶⼭義憲, 新⽥真吾, ⽔野清典. ⼈⼯膝関節全置換術患者の⽇常の⽣活環境での歩⾏に対する⾃⼰効⼒感と膝機能の関連性. 第50回⽇本⼈⼯関節学会. 福岡. 2020.2.21.

89 河合佳奈, ⿑藤正和, 作⼭晃裕, 上脇玲奈, 坂本純⼦, 今⼀騎, 堀健太郎, ⻑⼭雅俊. 歩⾏速度低下を呈した⼼⼤⾎管疾患患者の歩⾏速度の改善とクリニカルアウトカムとの関連性. 第26回⽇
本⼼臓リハビリテーション学会. 福岡 (Web). 2020.07.18-19.

90 早坂さち、酒井譲、⽻⿃浩三、鈴⽊康司、藤原俊之. パーキンソン病の最⼤⾆圧と⾆圧推移に関する臨床的検討. 第57回⽇本リハビリテーション医学会学術集会. 京都 2020.8.19.

91 岩室宏⼀, 伊澤奈々, 梅村淳, 下泰司, 服部信孝, 新井⼀. ニューロモデュレーションはパーキンソン病の姿勢異常を改善するか 第59回⽇本定位・機能脳神経外科学会. 静岡. 2020.01.10.

92 ⽥﨑友理佳, 補永薫, ⽥川康博, 村上悠平, 横⼭友貴, ⾕真美, 伊澤奈々, ⽻⿃浩三, ⾼⽊⾠哉, 藤原俊之. 軟⾻⾁腫に対する広範囲⾻盤切除後に股装具の作製およびリハビリテーション治療を
⾏い杖歩⾏を獲得した⼀例 第57回⽇本リハビリテーション医学会. 京都. 2020.08.
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